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日本語教育機関のための自己点検・評価項目 

令和 6年 6月 30日  

学校法人 東アジア学園 

日本語学学校 

本校は告示校として日本語教育期間の告示基準第 1 条第１項第 18 号２に規定されている、

教育水準の向上と適切な業務運営を継続させる為、自己点検及び自己評価項目を設定し定期

的に点検・評価を行う。 

 

 

【評価】 

※各項目評価方法は 5段階評価とする（A～B） 

① 達成している A 

② ほぼ達成している B 

③ どちらともいえない C 

④ 取り組みを検討中 D 

⑤ 改善が必要 E 

 

１．教育理念・目的等                                

評価 

１ 1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか A 

２ 1-2 学校の特色は何か A 

３ 1-3 学校の将来構想を抱いているか A 

４ 1-4 理念に基づく教育が行われているか B 

 

 

 

 

現状、具体的

な取り組み及

び課題 

 本校は、知性・想像力・感性・おもいやりの能力や素養を備

え、国際人として自覚を持って地域社会に貢献し、国際的に活躍

する人材を育成する必要があると常に考えております。世界の多

様な文化を理解し、これからの時代に対応できうる感性を養う教

育を目指しながら国際的に競争力を備えた優秀な人材を育成する

ことを目的としています。本校は日本語教育のみならず、日本の

文化・歴史・風俗習慣等を学習させ理解の場を含める場を提供

し、新しい未来社会に向けて学生が着実に歩んでいける環境を作

りたいと考えております。特徴は二つの知識を育成しようと考え

ています。それは創造を引き出す力、知識とその創造性を支える

基礎的な知識です。日本語の教育に関して学生が自主的に学ぶ意
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２．学校運営 

評価 

５ 2-1 運営方針は定められているか A 

６ 2-2 事業計画は定められているか A 

７ 2-3 運営組織や意志決定機能は確立され、効率的なものになってい

るか 

A 

８ 2-4 人事や賃金での処遇・職場環境の改善に関する制度は整備され

ているか 

B 

９ 2-5 情報システム化等による業務の効率化が図られているか A 

１０ 2-6 学校運営を客観的に評価し、維持向上させる機能が整備されて

いるか 

B 

１１ 2-7 危機管理体制は整備されているか B 

１２ 2-8 施設・設備は教育上の必要性及び学生の安全確保に十分対応で

きるように 整備されているか 

A 

 

現状、具体的

な取り組み及

び課題 

 教務・事務との定期的な業務運営会議を開催し、常に効率的な運営を

するように努めている。IT を使った在籍管理や授業で使用する資料の管

理など業務の効率化は随時進めている。所轄の八幡西警察署や八幡西区

役所と連携し、危機管理体制行っている。感染症に対する周知を徹底

し、学生管理体制を取っています。また、自然災害時の避難誘導を周知

している。災害時に関しては、台風情報や災害時の避難場所及緊急対応

については、SNS を使って案内しています。 

 

３．教職員 

評価 

１３ 3-1 教育理念・目的が教職員間で共有されているか B 

１４ 3-2 教育の質を向上させるための取り組みが確立されているか  B 

１５ 3-3 教職員評価を行っているか B 

現状、具体

的な取り組

み及び課題 

 職員、非常勤講師の採用時には必ず学校の教育理念、目的を説明して採

用を決めている。新しく採用された講師に関しては、専任教師が教案指導

並びに模擬授業など及び専任授業の見学など、新人教育を ３ヶ月間行って

いる。昨年度は教職員の面談やアンケートによる教職員の評価について、

欲や関心を尊重し、その能力を最大限に伸ばして、地球規模での

共生社会の創造とそこで貢献できる人材を育成したいと思いま

す。  
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面談を行っています。 

 

 

４．教育活動 

評価 

１６ 4-1 カリキュラムは体系的に構成されているか A 

１７ 4-2 授業評価の実施・評価体系はあるか B 

１８ 4-3 目標に向けて授業を行うことができる要件・資質を備えた教員

を確保しているか 

B 

１９ 4-4 成績評価は適切に行われているか B 

２０ 4-5 各種日本語試験の認定率向上のための指導体制はあるか B 

 

 

 

現状、具体

的な取り組

み及び課題 

2 年間の学習で N2～N3 レベルに到達できるように、初級、初中級、中

級、中上級、上級、の体系的なカリキュラムを編成している。主任教師の

もとでの模擬授業や授業見学で各教師の具体的な改善点を明確にしてい

る。学習評価は、試験、日常の授業の成績を総合して決定し ３段階評価と

し、評価項目は、文法・文字・語彙、読解、聴解の３項目とし、評価点の

点数配分は、学期末テスト 70％、 授業内テスト 20％、課題提出率 10％と

する。 JLPT 取得のための適切な教材の準備をし、指導方法についての話

し合いも常に進めている。 

成績評価については、期末テストの実施し学生が自己分析ができるような

情報を届けるのが課題。 

 

 

５．学生支援 

評価 

２１ 5-1 進学・就職活動に関する体制は整備され、有効に機能しているか A 

２２ 5-2 学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか A 

２３ 5-3 学生の心身の健康管理・事故・怪我サポートを担う体制があり、

有効に機能 しているか 

A 

２４ 5-4 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか A 

２５ 5-5 保護者と適切に連携しているか C 

２６ 5-6 卒業生への支援体制はあるか A 

２７ 5-7 入国・在留関係の指導と支援が適切に行われているか A 

２８ 5-8 日本を理解するための支援が適切に行われているか  B 
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現状、具体

的な取り組

み及び課題 

適切な時期に十分な進路情報を伝え、進路指導担当教師による個別の面談

を経て、早めに進路が確定するようにしている。また生活指導担当職員が

常に学生に声をかけ、細かい問題や悩みにも対応している。エージェント

に対しても緊密に連絡をし、連携して指導を行っている。年に一回の健康

診断を行っている。 

 

 

６．在留指導と生活指導 

評価 

２９ 6-1 入国・在留関係の管理・指導と支援が適切に行われているか A 

３０ 6-2 日本社会を理解するための支援が適切に行われているか A 

３１ 6-3 我が国の法令を遵守させる指導を行っているか A 

３２ 6-4 常に最新の学生情報を把握しているか A 

 

 

現状、具体

的な取り組

み及び課題 

取次者申請者及び学生対応教師を配置し適切な在留管理に努めている。在

留関係、日本社会への理解、法令遵守等の理解を目的とし、入学時並びに

定期的に、オリエンテーションを行い、出席率、学費の支払い方法、在留

カード・保険証の更新や自転車交通マナーなどをしっかり指導している。

また、住所の把握並びにアルバイトの状況調査を行い、データで管理をし

ている。入力・管理は管理者だけが見られるように保護している。また、

生活改善の為の個別のカウンセリングも適宜行っている。八幡西署により

交通安全などの講習会を実施し、日 本の法令遵守を徹底している。 

 

７．学生の募集と受け入れ  

評価 

３３ 7-1 学生の受け入れ方針は定められているか A 

３４ 7-2 学生募集活動は、適正に行われているか A 

３５ 7-3 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか B 

３６ 7-4 入学選考は、適切かつ公平な基準に基づき行われているか A 

３７ 7-5 適正な定員設定及び在籍数になっているか A 

現状、具体

的な取り組

み及び課題 

 

現地教育機関の仲介機関を介して、日本における進学、 就職希望の学生の

推薦を受けて、オンラインによる面接、選考合格者に入学を許可してい

る。適正な定員のもと受け入れている。 
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8．財務 評価 

３８ 8-1 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえる

か 

A 

３９ 8-2 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっている

か 

A 

４０ 8-3 財務について会計監査が適正に行われているか A 

４１ 8-4 財務情報公開の体制整備はできているか B 

 

現状、具体

的な取り組

み及び課題 

 

月次単位での予算管理が達成できており、財務基盤は安定している。また

四半期ごとに監査役による現金確認、棚卸し資産の確認も実施している。

今後も税理士と連携し、適切な会計処理を継続する。今年度は財務情報公

開の体制を整備していきたい。 

 

9．法令等の遵守  

評価 

４２ 9-1 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか A 

４３ 9-2 個人情報に関し、その保護のための対策が取られている A 

４４ 9-3 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか A 

４５ 9-4 自己点検・自己評価結果を公開しているか A 

４６ 9-5 関係省庁への定期報告を遅延なく実施しているか B 

 

現状、具体的

な取り組み及

び課題 

 

 

日本語教育機関の告示基準に則って出入国管理が行われている。法務

省より適正校としての認定を受けるべく業務を行っている。個人情報保

護規定に関する取り組みは学校の個人情報取り扱い方針を教職員及び事

務職員は理解し実施している。自己点検・自己評価の結果を公表する。

関係省庁への報告は遅れる事があるので、遅延なく送れるように改善す

る。 

 

 

10．社会貢献 

評価 

４７ 10-1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っ

ているか 

C 

４８ 10-2 学生のボランティア活動を奨励支援しているか B 
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現状、具体的

な取り組み及

び課題 

 

昨年度は、春秋と 2回の地域清掃を行いました。地域貢献が前進したと考

えています。更に、エリアをひろげて地域の清掃など積極的にかかわっ

ていきます。また、学生に地域ボランティアを紹介して地域活動などの

活動に参加を促したいと思います。 

 

 


